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シラバス

授業科⽬名 年度 学期 開講曜⽇・時限 学部・研究科など 担当教員 配当年次 単位数

社会学プロジェクト演習
ⅢⅣ／社会学演習（１）
（４）

2023 通年 ⾦3

⽂学部,社会学専攻,
社会情報学専攻（情
報コミュニケーショ
ンコース）

⼭⽥ 昌弘 3年次配当 4

科⽬ナンバー

LE-SC3-K120,LE-SC4-K121

履修条件・関連科⽬等

授業で使⽤する⾔語

⽇本語

授業で使⽤する⾔語（その他の⾔語名）

授業の概要

 最近、⼈⽣100年時代という⾔葉よく⽿にするようになった。因みに、1960年の⽇本の平均寿命は男性65.32歳、⼥性70.19歳。それが、2022
年には81.47歳、87.57歳。男⼥とも15年以上延びたことになる。今の若者の半数は男性95歳、⼥性100歳まで⽣存するとの予測も⾔われてい
る。
 しかし、これは、単に寿命が延びて⽼後の期間が⻑くなったことを意味しない。60年前に若者だった⼈（1940年産まれ前後）は、ほとんどの
⼈が結婚して離婚せず、夫は主に仕事、妻は主に家事で⽼後を迎えることができた。しかし、今の若者（1980年産まれ以降）は、25％の⼈が結
婚せず、25％の⼈が⼀度は離婚すると予測されている。結婚して離婚しないで65歳を迎えることができるの若者は半分に過ぎない。100歳まで
⽣きると⾔っても、現在、80歳、90歳の⼈は、単に⽼後が引き延ばされたと考えてもよいだろう。しかし、2020年現在、50歳の未婚率は、男性
26.6％、⼥性16.5％に達している（国勢調査、不詳案分処理後）。50代前半で、離死別後再婚していない⼈を加えれば、男性29.6％、⼥性
24.1％に配偶者がいない状況であり、既婚者も約1割がどちらかが再婚者である。その割合は、出⽣年が若くなるに従って⼤きくなると⾒込まれ
ている。
これから社会に出る若者たちは、この不確実な未来を⽣きることになる。そのヒントとして、まず、『ライフシフト -１００年時代の⼈⽣戦
略』を輪読しながら、⼈⽣１００年時代の仕事や家族のありかたを考えたい。

科⽬⽬的

  ⼈⽣１００年時代の社会を的確に把握し理解するために、⾃らの価値観にとらわれない柔軟な考え⽅や姿勢を⾝につけ、社会学的な思考がで
きる。また⾃らの考えを理論的にまとめ，⼝頭及び⽂書で発表することができる⼈物を養成する．

到達⽬標

授業計画と内容

 
 前期には、グラットン＆スコット著『ライフシフト⼈⽣１００年時代の⼈⽣戦略』を読む 
夏休みに合宿研修（新型コロナが治まり可能であれば）を⾏います。夏休み前には、各⼈の興味関⼼にしたがった課題（本または論⽂のレポー
ト＋フィールドワーク・調査など）を出す。
 後期は、本の講読を⾏い、後半部には三年⽣に夏休みの実際のフィールドワークの成果を順次各⾃で発表し、卒業論⽂執筆に備える。
 ４年⽣は適時、卒論指導と発表を⾏う。

１． オリエンテーション、各⾃の家族,ジェンダーに対する関⼼の発表
２． 講義 ⼈⽣１００年時代
３． 講読 グラットン＆スコット『ライフシフト』１章
４． 講読 〃 2章  
５． 購読 〃 3章  
６． 購読 〃 4章  
７． 購読 〃 5章  
８． 卒論中間報告 
９． 購読 グラットン＆スコット『ライフシフト』６章
１０．講読 〃 ７章 
１１．講読 〃 ８章
１２．講読 〃 ９章
１３．講読 〃 終章
１４． 前期のまとめ、総括討論 
  合宿  新しい家族は可能か︖ 卒論中間発表
１５．新しい家族に関するオリエンテーション
１６．メディアに描かれた新しい家族、ジェンダーのありかた
１７．メディアに描かれた新しい家族、ジェンダーのありかた
１８．卒論の構成法
１９．新しい家族に関する3年⽣の報告（３－４名）
２０．新しい家族に関する３年⽣の報告(３－４名)
２１．新しい家族に関する３年⽣の報告（３－４名）
２２．卒論中間報告
２３．卒論へ向けての３年⽣の報告（3-4名）
２４．卒論へ向けての３年⽣の報告（3-4名）
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２５．卒論へ向けての３年⽣の報告（3-4名）
２６．卒論最終報告
２７．卒論へ向けての3年⽣の報告（3-4名）
２８．新しい家族の時代は来るのか、総括討論家族の変化変化 まとめ１ 

授業時間外の学修の内容

指定したテキストやレジュメを事前に読み込むこと,その他

授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

 ⽂献購読の授業については毎回該当箇所を読んでくることが求められる．
 また，卒業論⽂，ゼミ論⽂等でデータを集めるための作業（アンケート，インタビュー調査等）も必要に応じて実施することが求められる．
 ⽋席者には宿題を課す

授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。

成績評価の⽅法・基準

種別 割合（％） 評価基準

レポート 60 社会現象の理解の適切性，背景となる社会理論の理解の適切性，⽅法の妥当性，結論の説得⼒を評価基準とする

平常点 40 授業での発表内容の適切性，明確性．授業中のコメントの適切性，明確性，独⾃性，積極性を評価基準とする．

成績評価の⽅法・基準（備考）

課題や試験のフィードバック⽅法

授業時間内で講評・解説の時間を設ける

課題や試験のフィードバック⽅法（その他の内容等）

アクティブ・ラーニングの実施内容

反転授業（教室の中で⾏う授業学習と課題などの授業外学習を⼊れ替えた学習形式）,ディスカッション、ディベート,プレゼンテーション,実
習、フィールドワーク

アクティブ・ラーニングの実施内容（その他の内容等）

授業におけるICTの活⽤⽅法

その他

授業におけるICTの活⽤⽅法（その他の内容等）

リモート授業に対応できる⽅法（ﾉｰﾄPC，タブレット端末，スマホ）を確保すること．

実務経験のある教員による授業

いいえ

【実務経験有の場合】実務経験の内容

【実務経験有の場合】実務経験に関連する授業内容

テキスト・参考⽂献等

グラットン＆スコット著『ライフシフト １００年時代の⼈⽣戦略』東洋経済新報社 １８００円＋税

その他特記事項

・テキストはいずれも事前に購⼊し，読み進めておくことを勧めます．
・卒論執筆を前提に指導します．
・卒論のテーマの制限はありません。
・四年⽣の卒論指導については，事前相談の上，授業時間外にも実施します．

参考URL

コメント1

コメント2

コメント3

コメント4


